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倫通氣攪拌培養 に よ る酵素 の 生産條件 を檢索 し た が．これ ら の 液丙培饕法 に よつ て 得 られ る酵素液を 5 ％ に加え

て 清澄果汁 をつ くる こ と が で きた ，

　終 b に 本研究 は 青森縣の 委託 の も とに 行 われ，その 研究費の
一部 を考慮 し て 戴 い た 同 縣當局 に 謝 意を表 する．

徇本報は 昭和28年 7 月 日本農藝化學會東北支部第 4 回大 曾 で 講演 し た．
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イ オ ン 交換樹脂 に よ る酒精不純物除去に關す る研究

寺本 四郎 ・石川 正 入 ・嶋谷幸雄 　（大阪大學工 學部醗酵工 學 歡 室）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　論

　酒精製造特に 飮料用酒精製造に 於て は微量 の 不純物 の 存 在が そ の 品質を著 し く低下せ し め る．之等 不純物中低

沸 點物質 た る ア セ ト ア ル デ ヒ ド， ア セ ト ン ，
メ チ ル ア ル コ ール ．醋酸 エ チ ル エ ス テ ル 等

1） の 除去 に 鬮して は現在

主 と して蒸溜操作に よる分溜分縮等 の 處理 が行われ て 居 り，C6H6 一ペ ン ヂ ン との 共沸混合物 と して 除去せ ん

とする BAKOWSK ユ 等 の 研究幻 3）もあ る．

　之等機 賊的並 び に 物理 的方法 に獨す る 化購的方 法 と して は，一
般 に カ メ レ オン

。
活性炭處理 法 が 行わ れ て 居 り

PLtiCKER4） （t6 ・− 7 ％の 苛健カ リ との 8 〜10時聞煮沸を，　DUNLAP5 ）
， LENZ6 ）

，
ROBERTSD は 酸化銀の 使用

を，CHAcE8 ）
， GEORGESCUe ） は rr− Phenylendiamine　．　HCI　

，
　 Semicarbazide ・HCI 等 の 使用 を 提 案 し ，

ENGLIS 「1）等 は 酸性亜 硫 酸 ゾ e ・　P
’
と の 附加 物 と して ，LLANELLY 】D は 亜 鹽 素 酸 鑒 で 處理 して 不 落性 の 、ク ロ ・ 化合

物 と して ア ル デ ヒ ドを 除去 して 居 る．寺本
ID

｛t之等 の 比較 を行 い ， 酸化鋤 邏里法及 び活性炭 ， 骨炭處 理 後減壓 で

蒸溜す る事 を推獎 して 居 る．此 の 他 に 還元法 として は苛性 カ リ と金颶 ア ル ミ ニ ウ ム を加える STOUT 】3）
， 硫酸，

願 錯，
s ツ ケ ル 粉末 を加 え る ATwoODI4 ）

，
　 RANEY − ＝ ツ ケ ル で 水添後 ア ル カ リ を 加 え て 蒸溜す る MELLE 法

15）

等が あ り，更 に 酸素又 は オ ゾ ン と活性炭の 使用
IG・17）

， ア ニリ ン の 使用
IS）等 も考えられ て 居 る．しか し之等化學的

方 法 に 於て は ア ル デ ヒ ド との 反應豊産物除去 の 操作 を必 要 と し，それが 不 充分 で あ る時 に は 却つ て 品質低下の 恐

れが ある．

　SAMUELSON は有機酸 ， ア ル デ ヒ ド，
ケ h ン の 分離 に 關す る

一
逋 の 研究

19）一’24）を行 い ， 陰 イ 才 ン 交 換 樹 脂

Amberlite 取A −400の HCO3 一
型 に よ り有機酸 を，　HSOs

一
型 で ア ル デ ヒ ド及 び ケ トン を除去 し，且 夫 ft を 炭酸 ソ

ーダ
， 食鹽永，熱水 で elute して 思 る．僧藤等

％ ）億酒精中の ア ル デ ヒ ド，
フ ーゼ ル 油 ， ヂ ア セ チ ル 除去 の 爲 カ

メ レ オ ン 等 の 酸化劑 で 處理 した 後 ダ イ ヤ イオ ン 交換樹膿に よ り酸化生成物 の除去 を研究 して 居 るが樹脂が ア ル コ

冖ル に 溶解す る 事及 び不 純物除去 に 就 て も特 に優れた結果 を示 さぬ事 よ り活性炭 の 代替 と して の 使用 に 難點があ

る と逋 べ て 居 る．此 の 他 に イ オ ン 交換樹脂 の 醗酵工 業 へ の 應用 として は酒質の 矮正 に利用せ ん とす る 伊eeee）， 廊

生
e7），　 GUNTzee ）

，
　 GAUSE19）の 研究 もある．

　本 研 究は HSO べ 型 の 陰 イ オ ン 交換樹脂 を用 い て 酒精中の ア ル デ ヒ ドを除去す る 場 合 の 條件 に つ い て 檢討せ ん

とす る もの で，ア ル デ ヒ ド濃度 ， 酒精濃度 ， 通過速度等 に よる影響 並 び に樹脂筒通過前後 の 品質 の 變化等に つ い

て 實驗 を行 つ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 賞　瞼 　 の 　 部

　蜜　瞼　試 　料

．強鹽基性陰 イ オ ン 交換樹脂 ；ROHM ＆ HAss 　Co・製 Amberlite　IRA−400及 び Amberlite：JRA−410を使用 し

tこ．

　子 矛ル ア ル コ 尸ル 1酒讎 7Vo1 ％　メ チル ァ ル コ 尸ル
1

フ ’ゼ ル 鵜共｝こ不檢世， ア セ トγル デ ヒ ド0．Q箏
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mg ！lOOml ．を含有．

　ア セ トア ル デ ヒ ド；武田藥工 製 ， D 銘匿0．8910，純度 36．60％．

　裝　　　　 置

A ．滴下雄 置 ；内徑15  ， N 　S　100emm の 硝備 で ， 上 下部 に ガ ラ 黼 毓 め，樹脂 岐 へ 並 び瞞 下 試

料 の 樹脂 に 蜀する 均一な 遖遏を 企 圖 した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B 。上昇法裝置 ；Fig，1 に 示 す如 し．
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F量9．1　　Apparatus　for
Over ・flowing 　method

A ： Raw ！iquid　holder （250m1 ）

B ； A 皿ion　 exchange 　 resin

C ： Purj丘ed 　 alcoho ！ receive τ

Dk 　D2：Cock　for　 regulation

　 　 of 　 flow

E ： Gum 　 connect 三〇ロ

Fl
，
　Fs ： Glas8　 woo1 　 base

G ： Gum 　stoppered

　　　　　　　　　
　　　 トニ fl5 話

々 活栓を調節す るだけ で充 分 であつ た．

　 豫備實驗 ；

　 ア ル デ ヒ ドと HSOJ の 結合は 可 邀反應で あ つ て 獄 に 從 う．

　　 RCHO 十 HS σ5ご RCH （OH ）SO
．
才

故に ア ル デ ヒ ドの 附加反應 の 反 應 速度 は大 で あ るが その 除去は ア ル デ ヒ ド と樹脂中 の HSO バ の ZF
衡 と極め て 密

接な關係 を有す る
21）．

　先 づ 各交換樹脂 の HsOJ 保有能力 を調べ る爲交換樹脂を室濫 で 十分乾燥し，そ の 5〜10g を 精秤 し之 を苛性 ソ

ーダ で 活性後濾紙 上 に置 き 1M 酸性亜硫酸 ソ ーB
’
ms液　 1・L を加え更 に 蒸溜水 5L を 加え て 完 全 に 邂離の HSOi

を 洗滌 して 後，酸性亜 硫 酸 ソ 冖ダの 通 過前銭の 差 を沃 魔 及 び チ 才 硫 酸 ソ ーダ 法 に よ b求 め ， イ 才 ン 交換樹脂1g

當 り保有 され た HSO 冨 を 計算した結果，　 Amberlite　IRA −4000 ．859g
，
　IRA4101 ．208g で あっ て IRAr410 は

IRAr400の 1．4 倍の 交換能力 を 有す る事 を認 め た．次 い で ア ル デ ヒ ド濃魔 52．6051 ．40，12．80mg ！100m1 酒精 の

試料を調製 し通過速鹿 1．5皿 1／min で 滴下 した と こ ろ 明 か に ア セ ト ア ル デ ヒ ドが 高鹿 1： HSOi に 附加 されて 除去

され る事を認 め た の で 以下吹 の 如 く系統的蟹驗を行 っ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 實驗結果 並 びに 考 欒

　 1．ア セ トア ル デ ヒ ド濃度 と除去率 の 關係 ；

　精製せ んとす る酒精 の 穂 頴に よつ て ア ル デ ヒ ド含量 を異 にする．即ち精溜塔上部及びア ル デ ヒ ド凝縮器中には

多量の ア ル デ ヒ ドを含有 し，製品酒精 中には 少量 で あ る．從 つ て ア セ ト ア ル デ ヒ ド濃度 48．84，38．40
，
32．30，

24．ヱ8，8．56，4．85，2．09mg ！100m1 酒精（97％ ）の 各試料 200〜450d を調製 し ，
15x600 加 m の 樹脂を 充墳した

交換樹脂筒 に 1．5ml ！min の 通過速度 で 滴下 し ， ア ル デ ヒ ド 除去の 性能を調 べ た．試料通遏量 と ア セ ト ア ル デ ヒ

ド除去 量 の 關係 の
一

例 は Fig．2（ア セ トア ル デ ヒ ド 48．84m9 ！100ml ）及 び Fi＆ 3 （4．85mg ／100ml ）｝：示 引 各 々 ア

ル デ ヒ ド100％除去 の 直線 を對 照 と して 示 した ．又全 遖遏試料 に 對す る除去 率 は Table　1 に 総 括 した ．之等 の 結

果 よ り各濃鹿 に 於け る ア ル デ ヒ ド の 除去率は 400m1迄 の 通過量で は 通過開始時 に 比 して 減少 を示 さず． ア ル デ

ヒ ド濃度 の 減少に 從 い 除去率 を墻 し ， 2 ．09rn　g！100ml で は大略100％ の 除去傘 を示 した．更に IRA −410 は IRA −

400 に 比 較 し て 全 て の 濃度 に 亘つ て 優れた 性能を示 した・之は HSO 森 郁 皀が BA −・410の 方が 1・4胤 求である

亭に厚因す る 馬の と考え られる、

　實驗方法 ；陰 イオ ン 交換樹脂 100〜150ccに 野 し

て 4　％ev性 ソ p ダ 400coを加え諍的交換法 に よつ

て 活性化し
30）

， メ チ ル オ レ ン ヂ を指示藥 と して 蒸

溜水 で 充分 に 洗滌 して 後 1M 酸性亜 硫酸 ソーダ溶

液 500ccを加えて 1 時 聞靜置 しHSO 写 を発 全 に 樹

脂 に 交換 し た 後蒸溜水 で HSO7 が 滄失 する迄屶

全 に 洗滌した
20）．之 を樹脂筒 に 充贋 し，滴下法の

場 合 は 等 1殲 ピ ユ レ ツ ト を用 い て 滴下 聞隔が 可及

的に
一

定 とな る機注意 し乍 ら試料 を 通過せ しめ た．

2mllmin 以 上 の 場合は滴定用 ビ ユ レ ツ ト に 依つ

た ．樹鵬 筒 を 邇遏 した 試料 は 7〜10の 區分 （各 々

25〜50m1 ）に分 取 し，各 々 に つ い て ア セ ト ア ル デ

ヒ ド 除去量を友田氏 變法 に よ り定量 した．上昇法

で は活 栓 を二 重 に し た 爲 ， 全 試 料 を
一

度 に 入れ 時
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Table 　1，　 Influence　 of 　 Acetaldehyde　 contents 　on 　 removal

ア セ ト ア ル デ ヒ ド 濃度
　　 mg ！100nil

44．8438

．4032

．3024

．ユ88

．564

．852

．09

通過試料 （ml ）

450250

’！

〃

〃

〃

〃

ア セ トア ル デ ヒ ド除去犖 （％ ）

IRA −400 IRA −410

74，0

76．2

89．998

。6

89 ．590

．191

．494

．593

．896

．2100
．0

　 Fig．2。1nfluence　of　AceCaldehyde 　contents

翁　　　　（Acetaldehyde 　48．84　mg ！100　mI ）

s
唱

，
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q 　 L｛q 。 id。。1。 m 。 ・，eat 。d （1n1 ）

　　 Fig．3．　 In伽   ce 　of 　Acetaldehyde

　　contents （Acetaldebyde　4．85　mg ！100　m1 ）
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1．酒精濃度 と ア セ トア ル デ ヒ ド除去 の 關係 ；

　 Flg．4．
11n

貞uencb 　of　 A 王eohol 　concentr 一

翁　　　　　　ation 　of 　treating 　liquid

Eth
）

竃
き
貰　 　 ・
N

省
言

q 　 Liq。id 。。1。m 。　tre。t。d くm1 ）

　酒精 中の ア ル デ ヒ ド除去 の 過程に 於 て 適當 な酒糟濃度の 存

在が考えられる，米國 に 於 け る特許3り は醪塔 よ り得 られ る

・150
”
Proof の 肇縮液 を7〔｝

°
　Proof 以 下 に 稀釋 し ，　 HSO ぎ型 の

陰 イオ ソ 交換樹脂，quatenary 　 ammonium 陰 イ才 ン 交換樹

脂 の 順 に通遏せ し め，之を精溜して ア ル デ ヒ ドを除去 して居

る．此處 で は ア セ ト ア ル デ ヒ ド 濃度を 12．10mg ！loOm1 で
一・

定 と し・酒精濃度 を 97・80 ・ 60， 40 ・ 20Vol ％ と して IRA『

410｝こ よる ア ル デ ヒ ド の 除去 を調 べ た．樹脂を徑 15x600mm

充墳し， 4ml ！m 血 の 速度 で 試料 200m1 を各 々 滴下 した ．結

果 は Fig　4 の 如 くで ある．20〜60％ 酒精濃度の 場合 ｛ま97−・99

％ の 除去率を示 すに 拘らず80％ で ｛t 　61．5 ％ ， 97％ で は59％ 除去 され るに 過 ぎず．60％ と80％ の 間に 於て 急激に

除去 能率 を爭進 し得べ き事 を 見出 した ．之 は ア 孕
コ ”ル 溶液中に 於 る よ り も水溶液に砕る方が 交換速度が大で あ

る とする 耳UNIN 等 の 報告
3S）と一

致す る．

　 釦 試料通過速度 に よ る ア ル デ ヒ ド除去率 の 痩化 ；

　通過速度 の 遲速 は ア セ ト ア ル デ ヒ ド と イ オ ン 交 換 樹 脂 の 接 觸 時間從つ て 反應速度 に關係 を有する．

SA
’
MUELSONat ）は 10　x 　550mm の 樹脂充嗔の 場 合 2rn1／min で行 い 良好な成纃 を收 め て 居 り，伊欝 ）は 室 聞速

度20看 行つ て 居 る．著 者 等 は ア ル デ ヒ ド濃 度 1−−2 ．5mgllOOml の 酒 精 200mI を 1．5 ，3，4，7mI ／min の 滴下速

度 で 15× 600mm の 交換樹脂筒に 通過せ しめ，除去率 に與え る影響 に つ い て 調 べ た．結果 は Table2 の 如 くで あ

る．竓の 結果 IRA −410 は 常に IRA −400 よ
』
りも優れた能力を示 し4mllmin で 急激 に除去傘が減ず る事 を認 め た ．

伊藤等 の塞間速度20なる速度 は 著者等 の 場合に 換算す る と 35mllrnin で あ b ， ア ル デ ヒ ド直接除去の 本法 と一概

に坤鱗し得ぬ が ，や x 大であ つ た もの と考えられ ， SA 無UEL ，ON 等 の 2mJ （．ninth ：適當で あ る事を確認   た
、
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Table 　2．　 Influence　 of 　flow　 rate 　on 　Acetaldehyde 　removal （％）

逋 過　逋 度 ア セ トア ル デ ヒ ド濃度
ア セ ト ア ル デ ヒ ド 除去率 （％）

ml ！mim mg ！100m1
・R 告 …　 1 躡 …

51。

347

2．092

。271

．181
．47

98．682

．758

．023
．9

100．088

．562

．338

．1

W ．樹脂充翼量 と アル デ ヒ ド除去 の 關係 ；

Table 　3．　 infiuence　of 　height　of　ion　exchange
　　　 resin 　on 　Acetaldehyde　remova 艮（％）

樹脂充墳高 さ（mm ）

蜘

脚

跚

 

脚

 

ア セ トア ル デ ヒ ド除去率（％ ）

24．825

．124
．741
．961

．158
．7

　　　’

　 ア セ トア ル デ ヒ ドの HSO5 へ の 附加反應 が瞬間的

に 終了 し ない 事か ら試料が長時間樹脂筒内 に留る必要

が あ る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

　之 は 董の 通過速 度 と不 可 分 の 鬮係 に もあ り，内徑 15

mm の 樹脂筒 に 15， 25，35，45，55，65cm の 高さに

IRA −410を充贋 し， 流速4mi ！min で 行っ た．結果は

Table3 の 如 くで あ り充墳樹脂量の 増加に 從つ て ア ル

デ ヒ ド除去率は 増加 し ， 特に 35〜45cm の 間に 於て 著

し く除去攀 を墳加 し た．SAMUELSON 黝 は Standard

type と して 10× 160mm の 使用 を提案 して 居 る が，之

は些 か 考慮の 餘地があると考えられる．

　 V．滴下法 と上昇法 の ア ル デ ヒ ド除去率の 比 較 ；

　最初 ， 滴下法，上 昇法 共 に 徑10x160mm の もの に つ い て 流 速 3　mllmin で ア ル デ ヒ ド濃度 32．80mg ／100m1酒
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほ

精 を流 した 結果 ほ Fig．5 の 如 くで あ り ， 何れ の 方法 に よ る も殆 ど差異 が認 め られなか つ た．次 に 樹脂 の 高さ を

250mm と し ア ル デ ヒ ド濃度12．18mg ／leOrn1の もの に っ い て 1司樣 に 比鮫 した 所，　 Fig．6 の 如 く明 か に 上昇法 が優

れて 居 る 事 を 認 め た．之 は 上 昇法 に よ る 時 は 試料 が 充 槇 樹 脂全 體 と 接 觸 し 得 るに 反 して ，涵下 法 に よ る 時 は

path 　way を生 じた りす る爲 と考えられ ， 更 に 長 く太 い 上昇裝置 を使用す る時 は 更に 上昇法 が優れた 結果を興え

る もの と推測 され る．

Fig．5．　 Comparison　of 　 dropping
　 　 　 　 and 　 ove 団 owing 　 method

　（Acetaldehyde 　 contents 　32．80
　 mg ！100　mD

（

b齟
自

）

℃

o
＞

oE

雲
o
対

臥

占

o
で
H

く

Liquid　 volume 　treated （m1 ）

　　 Fig．6．　 Compar 三son 　of　droPPing　and

　　　　　　 ove 「’fiowing　method

Q てAcet・1d・hyde 　c・・ t・・t・ 12・18　mg ／100m1 ）

s
聾

avo

暴　
h 　 　 凹

8　　

癒　
．謹
く　　　　　Liquid　volume 　tre コted （rr．1）

　呱．酒精 に よ る樹脂 の 溶解性 並 び に イ オ ン 交換樹脂處遮が 酒精 品質に 及 ぼ す影響 ；

　工） 樹脂通過前後 の 酒精 品質 の 變化 ；特 に 飮料用酒精 の 場合 イオ ン 交換樹脂筒通過に よ り酒精 の 品質が變化す

る か 否 か は 重要な問題 で あ る．樹脂の 溶解，匂，色等 の 附與 は本操作の 意義 を 失わ しめ る．更 に樹脂α〜溶解性が

木で あ る場合は經濟的収支の画で も閻題
、とな る．慫つ て 通過前肇の 酒糖灘 ，殘海2WEIss 　3μd　P寧TER 法｝こよ
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（354 ） （寺本，石 州，嶋谷 ）　 イ オ ン 交 換 樹 脂 に よ る酒 精 不 純物除去 に 關す る研 究

る BARBET 反 應
誘2）を試瞼 し比 較 を狩 つ た．涯精 濃度 は 全 然 變化 せ ず，　 BARBET 反隱は ア ル デ ヒ ド の 除去 に俘

い 褪色時間 を 増大 した ．夊殘渣 lto．OOS％以下で あつ た．色 ， 匂 の 附興 は全然慧 じられなか つ た．

　2） 樹 脂を 「 週間酒精中に 濃漬して 起る變化 ； 先 に 述べ た如 く，一
時的な交換樹脂 と酒精 の 接觸 に よる 品質 の

變化 は 無 い が 長時聞 の 便用 に 蜀 し當然その 溶解等 に つ い て 考窿 を 拂わね ば な らぬ ．KUNIN 蝉 ）は種 々 の イ オ ン

交換樹脂が冰以外 の 穃矧 に對す る膨潤歌態 ， 交換速度 に つ い て 研究 し， 多極性 の 溶謝程膨潤能力 ， 交換能力が大

で あ る と して 居 る．吾 々 は 樹脂 を種 ftの 濃度の 酒精申に「 週間渥漬する場 合起る變化に つ い て 研究す る爲 ， 乾燥

した IRA −4005g ，　IRA −41010g を 夫 々 0〜97％ の 各濃度 の 酒 精25並 び に 50ml 中に 渡漬し，一週聞後樹脂 の 重量

變 化 ，酒精 へ の ア ル デ ヒ ドの 溶出，BARBET 反應等 に つ き試驗 した．使用酒精は A ，　B 　2 種で 何れ も ア ル デ ヒ ド

不 檢出 ，
97Vo1％ ， カ メ レ オ ン 褪色時聞24分及 び 1分20秒 の もの で あ る．倫乾燥は 50℃ に て 虞筌 て 行っ た．結果

は TabIe 　4 の 如 ぐで あ る．　 BARBET 反應 は何れも稀釋せ ずその ま s の 濃度で行つ た ．此の 結果 IRA −400
，
IRA 一

Table　 4 ．　 The 　 change 　 of 　 alcohol 　quality　and 　Ion　 exchanger 　by　 a　week 　storage

Amber 三te　 IRA −400 Amberlite 　IRA −410　 ■

酒 　精 A B A B
濃　度

Vo1 ％

Barbet 反應
　 （mi 皿 ．）

B 班 bet 反應

　 （1nin ．） 溶 解樹
脂 量％

ア 　 セ 　 ト　 ア

ル 　デ 　ヒ 　 ド

mg ／100mL

Barbet 反應
　 （min ．）

Barbet 反應
　 （mim ） 溶解樹

脂軍 ％
封照 　試料 剿 試料 獺 1試料 蜘 試料

ア 　 セ 　 ト　 ア

ル 　デ 　ヒ　 ド
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410 と もに 酒精濃度 97％で は 樹脂の 溶解が最 も少 く， 酒精濃度 の 減少 と共に徐々 に溶解が大とな り60％ で 最大と

　な り，20％迄大略固程度 で あ り10％以下で は 憊か に 減少した．且 つ IRA −400の 方が IRA −410 比 して 2 〜 3 ％溶
’
解樹脂量が大 で あっ た．此 の 事實 は 浸 漬酒 精中に溶出せ られ た ア ル デ ヒ ドを分析 し た 結果酒 精濃度97− 70％ で の

ア ル デ ヒ ド溶出量少 く60・− 40％に 於 て最大を示 し30％以下 で は逆に 減ずる事 ， 及び IRA −400 の 方が IRA −410 に

比 して ア ル デ ヒ ド溶出量が遙 か に 多い 事 に
一
教 する、しか し乍 ら BARBET 反廱の 結果 （t 　IRA −410の 方 が短 く

樹脂 の 溶解試 驗 ， ア ル デ ヒ ド溶出結果 と 矛盾す る 樣な結果 を得 た．更に BARBET 反應 1 分20秒 （30％ 涯精 ） の

酒精 B は 樹脂渥 漬 に よ り逆 に褪色時聞 の 増大 を 來 した．

　　以上の 諸試驗より考慮 して 20〜60％酒精 の 場合は所期 の 目的 に 反す る結果を與 える もの と考 えられ る．

　　珊．苛性 ソ冖ダ に よる ア セ b ア ル デ ヒ ドの 回收 ；

　　相當量 の ア セ トア ル デ ヒ ドを附加せ る 交換樹脂を 4 ％苛性 ソーダ で 洗滌す る事 に よ り ア セ トア JL デ ヒ ドの 園 牧

が 可能で あ る1 例 えば10ecの 陰 イオ ン 交換樹脂 に 100m1の 4％ 苛性 ソーダ溶液 を通 した場 合 ア セ ト ア ノL デ ヒ ド図

收率は 20％ ，
500m1 通す事 に よ り圃 收率は90％ となつ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　旨

　　（1 ） Arnberlite　IRA −400及 び IRA −−410の HSO ぎ型を使用 し， それに 蜀す る ア セ トア ル デ ヒ ドの 附加反應を

利用 して 酒 精中の 不 純物 た る ア セ トア ル デ ヒ ドの 除去 を行つ た．

　　（2 ） ア セ ト ア ル デ ヒ 膿 度は低 い 程除去率力状 で あ り 2mg ！100ml で 大略除去‘t完全に 行われ る
、

　　く3 ） 酒精灘 籾％酎近 に 於 て母激に ア ル デ ヒ ド除去率が大となつ た
、
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一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（粮AS）　麹歯の 胞子 形歳に 關す る研究　（嬉1 報） ぐ…Ut5）

　（4 ） 逋遇速度は 遲 い 方 が よ く， 1．5−一　2　ml ！min 　h：mb當 で あ る．3mlfmin で は 10％ の 低下 ， 4ml ／min 以 上 で

は 更 に大なる除去率の 低下を來す。

　（5） 上昇法 は 下 降法 に比 し優越す る。

　（6 ） 樹脂 の 高 さに よ る影響は緕局交換速度 の 點 よ り考察 さるべ きで あ り600mm 程度 で 充分 と考えられ る．

　（7） IRA −410　ax　IRA −−400 に比 し HSO 言保有能力が 大 で あ り此 の 爲全 て の ア ル デ ヒ ド除去躁作 に 於 て 優れた

性能 を示 した ．

　（8 ） 酒精に よる樹脂 の 溶解性 とそれが酒精品質 に興え る影響 は一
時的接觸で は 殆ど無覗 し得 る が 長期 の 使用

で は 可成 りの 樹脂の 溶解が 認 め られ た．

　（9 ） 之等 の 結果 よ り考慮 して ， イ オ ン 交換樹脂塔は醪塔上部 よ り得 られ る凝縮液を精溜塔に導く中間 に設備

す る事が爰當 で あ る．
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麹菌 の 胞子形成 に 關す る研究 （第 1 報） 基本條件 の 檢討

根 武 雄　 （廣島大 學工 學部 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ま 　 え 　が 　 き

　麹菌 に關す る研 究 報 告 は多數あ るが ， そ の 胞 子 の 生成條件 に 關す る研 究 は 黒野，藤田
1）

， 田
HX2 〕　

， 大島 ，板谷
3） ，

三輪9 等 の 諸 氏 に よつ て な され た 報 文 が あ るに す ぎな い ．こ の 報 告 を 貝s るに 田 宮氏 の は 麹菌の 代謝 に 關す る研究

を主 と した もの で あ り，他 の 3 篇 は從來の 翻 魍製造法 を 中心 と した 研究 で ， 胞子形成 の 條件 を 組織的 に 邁求 した

もの で は な い ．私 は 今 日遙麹菌 の 胞子形成 に關 して の 組織的研究がない の を奇異に 感 じ， そ の
一

助 に と こ の 研 究

を 企鬪 した．

　麹菌 の 胞 予形成 は そ の 培養條件 に よ つ て 著 し い 柑違 を 示 す こ と は 從來の 縄驗及 び上 の 報 告 に よっ て も明 か で あ
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